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稲荷橋～下平田橋間

●市立伏見工業高校

みそそぎ川ホタル
５月下旬～６月上旬

高瀬川ホタルの夕べ 2018
６月４日（月）～ 10 日（日）

菊浜・高瀬川のホタル
５月下旬～６月上旬

新高瀬川
1935( 昭和 10) 年 鴨川大洪水
以降に開削。
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高瀬川の歴史と高瀬川保勝会

　高瀬川が約 400 年前の慶長 19(1614) 年に角倉了以・素庵によって開削され、大正のはじめ

まで、約 300 年間、京都市内と伏見間の水運として利用されました。

　しかし、明治 27(1894) 年の琵琶湖疏水（鴨川運河）の完成にともなって、輸送物資量は大

幅に減少してしまいました。

　高瀬川保勝会の歴史は、大正 6(1917) 年に二条船溜まり、今の「一ノ船入」の埋め立て計画

に反対する「高瀬川保存同盟会」の設立に始まります。

　大正 9(1920) 年に水運が廃止されることになり、高瀬川にふたをして木屋町通に路面電車を

通す「暗渠化計画」が、京都市で検討されました。

　その大正 8(1919) 年の高瀬川暗渠化計画の反対にあたり、「高瀬川保存会」と名称を改め、

反対の声を上げ、その結果、路面電車の木屋町線を拡幅する工事は、河原町通に変更され、昭

和９(1934) 年、「一之船入は国史跡」に指定されました。

　昭和 34(1959) 年には、再び、高瀬川暗渠化・駐車場化が論争されました。

　「高瀬川保存会」は、昭和 20(1945) 年に「高瀬川保勝会」に名称を変更したのち、昭和 61

(1986) 年に銅駝、立誠、永松の各保勝会に分かれました。　

　このような保勝会の歴史の中で、平成 16(2004) 年８月に菊浜高瀬川保勝会が設立され、400

周年を翌年に迎える平成 25(2013) 年に、銅駝、立誠、永松、菊浜の４学区で、高瀬川一斉清

掃をはじめました。

　そして、平成 26(2014) 年に、４学区で 400 周年記念事業を開催するとともに、菊浜で記念

式典と高瀬川音楽祭を開催しました。401 年目は、途切れ途切れではありますが、二条から伏

見までつなげ、402 年目には、東九条に参加していただき、開催エリアを年々拡大させてきま

した。

　そして、2017 年、403 年目の年は、崇仁、東九条が高瀬川一斉清掃参加され、さらに、崇仁

高瀬川保勝会の設立という、保勝会の歴史とって新たな一歩となりました。

　この 400 年続いた高瀬川を、このさきまた 400 年残すため、「高瀬川との共生」を理念とし、

高瀬川の流れを護り、そして、高瀬川の景観を保ち、さらに、環境にやさしいまちをめざし、「美

しいまちをつくり、そのまちを永く後世に伝えるため、広く「環境」をキーワードに、高瀬川

一斉清掃などの取り組みを展開してまいります。

あんきょ

どうだ

まも

7 月 21日（土)
午後1:30開場,2:00開演

高瀬川音楽祭 2018
オープニングイベント

会場：京都市教育総合センター
　　 永松記念ホール
京都市下京区河原町通仏光寺西入北側

出演：京都市立下京中学校 吹奏楽部
料金：入場無料

9 月 23日（日)

午後 3:30（雨天中止）

銅駝 高瀬川音楽祭

10月 27日（土)

午後 1:00開演

崇仁 高瀬川音楽祭

11月 24日（土)
午後 2:00（予定）

東九条音楽祭プレイベント
クラシックギターコンサート

11月 25日（日)

東九条音楽祭
午後 2:00開演

会場：がんこ 高瀬川二条苑（高瀬川源流庭園）

中京区木屋町通二条下ル東生洲町４８４-６
料金：無料。
　　　※お席のご予約無しでもご入場いただけます。

会場：京都市地域・多文化交流
　　 ネットワークセンター
京都市南区東九条東岩本町 31
　（JR 京都駅八条口から徒歩 15 分）
出演：京都市立芸術大学生 他　　料金：無料

会場：Books×Coffee Sol.
南区東九条西岩本町 16-2
　（京都駅八条口から東へ徒歩 5分）
出演：Trio chouchous, 等々力成史　他

会場：故郷の家・京都 雲史ホール
南区東九条南松ノ木町 47（九条高瀬川下ル 300m）
料金：無料 (カンパ制)

主催：東九条音楽祭実行委員会
URL:https://www.facebook.com/higashikujyoongakusai/

高瀬川音楽祭 2018

http://takasegawaongakusai.com
音でつながる　「まち」がつながる

　京都の街中を流れる高瀬川は、400 年前に角倉了以・素庵による開削から約 300 年間、二条
から伏見へと京の水運を担ってきました。
　大正時代に入り運河としての役割を終えた後も高瀬川沿いの町衆によってまもられ、今日で
は桜や柳が美しい名所として人々の憩いの場となっています。
　2017 年 3 月には、京都市より「京都駅東南部エリア活性化方針」が示され、2023 年の京都
市立芸術大学の崇仁学区への移転、東九条地域の「若者」と「アートの実践」による活性化の
方針が打ちだされました。
　古くから時代の変化の潮流を捉え、京の文化の先端を担う拠点の一つでもあった高瀬川沿い
のまちが、個性を持ちながら調和する「芸術交流文化圏」となって、文化芸術都市・京都のさ
らなる発展に寄与することを願い、「高瀬川音楽祭 2018」を企画しました。

１　開催の趣旨・目的
　2014 年、高瀬川開削 400 年を機に、高瀬川沿いに住む人々が集まり始まった「高瀬川音楽祭」
は『おとでつながる「まち」がつながる』をコンセプトとして、高瀬川沿いの個性あるひとつ
ひとつの「まち」で、そこに住む人々が、そのまちの持つ歴史的な建築や文化的な特色を生か
した、音楽の催しを行います。
　「高瀬川音楽祭」が高瀬川全体をつなぐ「表現と交流の場」となり、高瀬川とともに時代を
超えてきたそれぞれの「まち」が持つ歴史・文化を再発見し、それを内外に発信し共有するこ
とで、
・まち同士の相互交流・連携による、相乗的な「まちづくり」の推進と、高瀬川沿いのまち
　全体の地域活性化
・高瀬川の景観保全・環境美化への啓蒙
・「高瀬川との共生」を軸とする、地域に根ざした音楽・芸術文化の醸成
を志向します。

２　開催概要
（1）名称：高瀬川音楽祭 2018
（2）日時：平成３０年 7月２１日～ １２月３１日
（3）場所：二条から伏見までの高瀬川流域の各施設
（4）概要：※左のページをご覧ください。
（5）主催：高瀬川音楽祭２０１８実行委員会、高瀬川開削４００周年記念事務局
（6）後援：京都市（申請予定）

３　問合せ先
高瀬川音楽祭 2018 実行委員会
　　メール　takasegawaongakusai@gmail.com
　　ホームページ　http://takasegawaongakusai.com

高瀬川音楽祭 ２０１８ 実行委員会
高瀬川開削 400 周年記念事務局

「 高瀬川音楽祭 2018 」

京都の木屋町を南北に流れる高瀬川。今は静かに流れるこの小さな川は、江戸時代初期に角倉了以とその息子素庵によって築かれた

運河で、300 年もの間の物流の大動脈として京都を発展させた川です。

今から 400 年前、徳川幕府によって政治の中心が江戸に遷ったことで、京都は衰退する運命にありました。そこで了以は水運によっ

て京都を発展させようと考えました。了以は朱印船貿易で得た海外の先進の知識と技術を使い、保津川（桂川）、富士川、天竜川、

鴨川など全国の名立たる河川を次々と開削しました。そして高瀬川の開削は 150 億円もの私財を投じた大事業で、「水運の父」了以

の集大成となりました。残念ながら了以は高瀬川完成の直前に亡くなってしまいましたが、右腕であった素庵がこれをしっかりと継

承しました。

高瀬川は木屋町二条を起点に伏見まで流れています。当時伏見は、淀川舟運によって大阪と繋がる交通の要衝で、船場として栄えて

いました。大阪から伏見に到着した荷物は、京都まで 10km あまり人や馬で運ばれていました。高瀬川が開削されたことで、京都は

伏見を経由して大阪と繋がりました。まさに海のない京都に港ができたのです。

角倉家は高瀬舟に通船料を課して事業としました。事業の年間利益は 20 億円にものぼりました。その利益の再投資によって高瀬川

はその後も改良整備され、雇用も生まれました。高瀬川沿いには家や店が建ち並び、次々に町ができました。こうして鴨川の河原で

あった木屋町は京都の中心地となりました。高瀬川舟運による経済効果は絶大で、一説によれば物価が半分にもなったそうです。高

瀬川によって京都は江戸時代を通じて、江戸、大阪とならぶ三都として繁栄し続けました。

高瀬川の名は、浅瀬でも運行できる底の平たい高瀬舟から来ています。最盛期は 160 艘の高瀬舟が運行し、1日 300 トンもの荷が京

都に運ばれました。荷物の揚げ降ろしは、高瀬川に垂直に設けられた舟入で行われました。舟入は二条から四条までの間に 9つあり

ました。現存するのは木屋町二条にある一之舟入のみで、国の名勝史蹟となっています。

角倉の屋敷は高瀬川起点の木屋町二条に、上屋敷と下屋敷の馬場屋敷、樋之口屋敷の 3つがありました。上屋敷は本邸で、通船料を

管理する役宅にもなっていました。樋之口屋敷は、高瀬川の水量の管理する役宅でした。上屋敷跡は現在、日本銀行京都支店と京都

銀行協会となり、屋敷は庭石と共に二条城に移築され清流園 香雲亭となっています。馬場屋敷跡は現在、ザ・リッツカールトンホ

テルとなっており、高瀬川延長の遺構も残されています。樋之口屋敷跡は現在、がんこ高瀬川二条苑となっており、敷地内に高瀬川

源流が流れています。高瀬川の水は、鴨川からみそそぎ川を通じて敷地内に取り入れられ、源流の庭石の隠れ具合で水量を確認した

といいます。

了以は、代々将軍家に仕える医者と土倉（金融業）を営む家に生まれ育ち、自らも土倉で大成功を収めた豪商でした。そんな了以が

なぜ、晩年になってから命懸けの海外貿易や河川開削を行ったのでしょうか。それは角倉精神があったからに他なりません。角倉精

神とは「共生」・「挑戦」・「慈悲」の 3つで構成された事業家精神です。「共生」は、家訓の「他人に損失を与えてまで、自分に利を

得てはいけない」、言い換えれば「自他共に利を得る」ということです。「挑戦」は、単なる試みでなく、壮大な構想を持った先進的

で創造的な事業を緻密な計画によって人生を懸けて実践することです。「慈悲」は仏教用語ですが、現代的にいえば「愛、思いやり」

といったことで、「覚悟、責任」という意味も含まれます。これら 3つの精神は互いに関係し合って、どれが欠けても事業は上手く

いきません。激動の時代を生きた了以と素庵の生き様は、まさに角倉精神の実践そのものです。明治維新で角倉家は半ば解体されて

しまいましたが、角倉精神は今も一族に受け継がれています。

高瀬川と角倉家
すみのくら りょうい そ あん

かいさく

いちの ふないり

角倉宗家十七代当主  角倉 吾郎

都名所図会

高瀬川

清流園

せんば

ふないり

どそう

元立誠小学校跡地活用

（仮称）ザ・ゲート立誠京都

2020 年オープン予定

立誠、菊浜、南浜での音楽祭につきましても、
7月から12月までの期間で企画中です。

日時、場所等詳細が決まり次第、随時ホームページにて
お知らせ致します！

http://takasegawaongakusai.com をご覧ください。

イベントのお問い合わせ等は、
takasegawaongakusai@gmail.com までどうぞ。

都総合管理株式会社

〒602-8233
京都市上京区堀川通中立売上ル福大明神町 119 番地の 1
TEL/075 ･415 ･0001 FAX/075 ･415 ･1155

－京都の総合管理会社だから出来ることがある－

環境  Ecology
　安全  Security
　　快適  Comfortable

洛南音楽教室

電話：０９０－３９７６－９４２０
住所：京都市南区東九条西山王町７
URL ：http://rakunan-music.com/
ピアノ・作曲・ソルフェージュ教えます。

室長：朴 実
新入生募集
誰でも自分の曲を創り、
演奏が出来るようになります
初歩から専門コースまで個人指導
年齢は問いません

ウンサ

京都 ・ 高瀬川畔

京カフェ ひとこえ 多奈加
京都市下京区西木屋町通松原上る
清水町４５４
電話でのご予約 ・ お問い合わせは
070-5664-2357　　※木曜定休
FAX. 075-341-3591


